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は じ め に
著者が 2007 年に刊行した『現代中国の外交』（慶
應義塾大学出版会）は，2008 年の「第 24 回大平正
芳記念賞」を受賞するなど高く評価されている。本
書はその中国外交研究の第一人者による 2 冊目の学



























































































































































































































































































細かい点だが，GMS（Greater  Mekong Sub-
regions）が 168 ページでは「大メコン川流域」とい
う地理的概念として使われているが，170 ページや
171 ページでは組織概念として使われており，第 3
章全体で混在しており，BCIMでも同様のことがみ
られる点も指摘しておきたい。
しかしこうした論点があることは本書の学術的価
値を低めるものではない。本書は今や中国のアジア
外交だけでなく，中国外交全体を研究する者の必読
書である。また本書が示してくれたアプローチや論
点は中国政治外交研究をさらに発展させるうえで多
くのヒントを与えてくれている。
（防衛大学校人文社会科学群国際関係学科准教授）
